
平成 28 年 12 月定例会議長開会挨拶 

                                             

   開会に当たり、一言御挨拶を申し上げます。   

   それに先立ち、去る 10 月 27 日に薨去されました   

  三笠宮崇仁親王殿下に対しまして、   

  謹んで哀悼の意を表します。  

 

   本日、 12 月定例会が招集されましたところ、   

  議員を初め関係者の皆様方には、  

  御壮健にて御出席をいただき、ここに開会できますことは、 

  まことに御同慶にたえないところであります。  

                      

   今期定例会は、国の補正予算に対応する事業を初め、   

  復興・再生に向けて緊急に措置すべき経費など   

  265 億 1,100 万円に上る  

  平成 28 年度一般会計補正予算や各種条例の改正など、  

  県政当面の重要な案件を審議する議会であります。  

   

   議員の皆様方には、会期中格別の御精励をいただき  

  慎重審議を尽くされ、被災地域における復興の加速化と、 

  安全・安心で魅力あふれる  

  ふるさと福島の創生に寄与されますとともに、  

  議事運営につきましても、特段の御協力を賜りますよう  

  お願い申し上げまして、開会の挨拶といたします。  


